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呼吸器感染症に対するL-105の 臨床的検討

倉沢忠弘 ・山根至二 ・真下啓明

東京厚生年金病院内科

新しい第三世代セファロスポ リン系抗生物質,L-105を 呼吸器感染症10例 について投与し,臨 床

的検討を行った。投与症例は,肺 炎9例,膿 胸1例 である。結果は,著 効3例,有 効5例,や や有

効2例 であ り,有 効率80%と,良 好な成績を得た。Saureusに よる肺炎3例 については,1例 が著

効,や や有効が2例 の成績であ り,そ の有効性については,さ らに多数例についての検討が必要で

ある。副作用は,1例 に発疹をみたが,他 には副作用を認めず,安 全に使用できる抗生物質と思わ

れる。

L-105は,日 本レダリー研究所において開発 されたセ

フェム系抗生物質である。本剤は,従 来の第三世代セフ

ァロスポリンに優る抗菌スペクトラムを示すとともに,

β-lactamaseに も安定である。ことに,Saurmsを 含む

グラム陽性球菌にも抗菌力が及ぶ点に特徴があ り,優 れ

た臨床効果が期待される1)。われわれは,本 剤を呼吸器

感染症11例に投与し,そ の臨床効果と,副 作用について

検討したので報告する。

I.対 象 と 方 法

対象症例は,昭 和59年5月 より,昭 和60年1月 まで

に,呼 吸器感染症で入院 した症例11例 である。年齢は24

歳から83歳までの男6名,女5名 である。呼吸器感染症

の内訳は,肺 炎9例,胸 膜炎を伴った肺炎1例,膿 胸1

例であ る。投与方法は全例 に,L-10519を 生食100

=mlに溶解し,1日2回 ,朝 と夕方に点滴静注 した。投

与期間は,6日 から28日 で,総 投与量は119か ら569

であった。臨床効果は,咳 ・喀痰の量などの臨床症状お

よびCRP・ 血沈 ・白血球数などの臨床検査所見の改善

を基準にし,本 剤投与により1週 間以内に改善を認め,

中止後も再燃をみないものを"著 効",明 らかに改善を認

めたものを"有 効",改 善 を認めても,投 与中止後に再燃

をみたものを"や や有効",改 善の認められないもの を
"無効"と 判定した

。また,本 剤投与前後の起因菌 の消

長により,細 菌学的効 果 を"消 失","減 少" ,"不 変",
"菌交代"
,"不 明"と して判定 した。また副作 用 は,自

他覚症状,血 液,尿 検査を施行 し,調 査 した。

II.成 績

計11例の呼吸器感染症の うち,症 例8は 後に非定型性

肺炎と判明したので,評 価から除外した。肺炎9例 につ

いては,著 効3例
,有 効4例,や や有効2例,ま た,1

例の肺膿瘍に関しては,有 効との評価を得た。有効率80

%と 良好 な結 果 であ る。 細 菌 学 的 効果 に つ い て は,使 用

前 にnormal floraの み が5例 と,菌 検 出 率 が 低 く,十

分 な検 索 が で き なか った 。 残 り5例 に つ い て は,減 少1

例,菌 交 代2例,不 変2例 の 結 果 とな って い る。

副 作 用 につ い て は,症 例10に,投 与 後11日 目 に四 肢,

躯 幹 に 紅 斑 性 丘疹 を 認 め た が,投 薬 中止 に よ り,速 や か

に 消失 して い る。 他 の症 例 につ い て は,い ず れ も副 作用

を認 め なか った 。

次 に本 剤 に て有 効 の 評 価 が 得 られ なか っ た 肺 炎 の1

例,ま た 肺 膿 瘍 に 投 与 した1例 に つ い て,簡 単 に 報 告 す

る。

〔症 例1〕H.O.76歳 肺 炎

昭 和58年5月,慢 性 硬 膜 下 血 腫 の 手 術 を 施 行 さ れ た

が,同 年9月 肺 気 腫 に肺 炎を 合 併,気 管 切 開,人 工 呼 吸

器 を挿 着 され た。 以 後 慢 性 肺 炎 の 状 況 とな り,し ば しば

急性 増 悪 を繰 り返 して き た。 昭 和59年5月,再 び38℃

の発 熱,右 肺,上 ・下 肺 野 に肺 炎 の 急性 増 悪 が 認 め られ

た た め,L-105,29/日 の投 与 を 開 始 した。 喀 痰 か らは

S.aureusブ ドウ糖 非醸 酵 グ ラ ム陰 性 桿 菌 が 検 出 され た。

投 与 後,解 熱,ま た喀 痰 性 状 の改 善,胸 写 の 改 善 が み ら

れ た が,CRP(3+)の ま ま で あ り,ま た 投 与 後 の 喀 痰

か ら,投 与 前 と同一 の菌 が 検 出 され,細 菌 学 的 効 果 も不

十 分 で あ っ た。 や や有 効 の 評 価 に と ど ま った。

〔症 例7〕F. K. 42歳 男性

基 礎 疾 患 に肝 硬 変 を もつ 患 者 で あ る。 昭 和59年9月 初

旬 よ り,38゜ ～39℃ の発 熱 を 認 め た。 胸写 に て,肺 膿

瘍 ・左 胸 水 を 認 め 胸 水 中 か ら,Fusobacteriumお よび 嫌気

性 グ ラ ム陰 性 桿 菌 を 検 出 した 。L-10529/日 を連 日使用

し,解 熱 傾 向 を 認 め た もの の,第11病 日に て も,な お,

改 善 不 十 分 な た め,10月1日,肺 膿 瘍 の ドレナ ー ジ を

し,さ らにL-105の 投 与 を 続 け た。 そ の 後,順 調 な 回
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Table 2 Laboratory data of L-105

* 単位: KAU B: Before A: After

復をみた。28日 間,総 量569の 長期投 与 で あったが,

とくに副作用は認めなかった。

III.考 案

L-105を 呼吸器感染症11例 に投与し,有 効率80%の 良

好な結果を得た。呼吸器感染症に対しての効果は,従 来

の第三世代セフェムに,優 るとも劣らない抗菌剤と考え

られる。本剤の特徴としてS. aureusを 含 む グラム陽性

球菌にも抗菌力が及ぶとされているが1),わ れわれの検

討したS.aureus肺 炎3例 についてみると,2例 がやや有

効,1例 が著効の評価 となっている。やや有効2例 は,

1例が呼吸器を常時挿着 している患者であ り,一 般状態

も悪いことから,十 分な効果が得られなかったものと思

われる。他の1例 はP. aeruginosaとS. aureusの 混合感

染であり,気 管支拡張症が基礎にあるため,治 療がむず

かしい症例であった。S. aureus感染 に対する本剤の臨床

効果は,さ らに症例を加え検討する必要がある。

ま と め

L-105を 呼吸器感染症11例 に投与 し,有 効率80%の 良

好な結果を得た。呼吸器感染症に対 しての効果は,従 来

の第三世代セフェムに,優 るとも劣らないと考 え られ

る。

本剤の特徴として,S. aureusを 含む グラム陽性球菌に

も抗菌力が及ぶ とされているが,S.aureus感 染 に対する

本剤の臨床効果は,さ らに症例を加え検討する必要があ

る。
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In the trial of L-105 for the treatment of 11 patients with respiratory tract infection the

effective rate was as good as 80%. The efficacy for respiratory tract infection is no less better

than conventional third generation cephems.

The compound is said being characterized by its activity against gram-positive cocci including

Staphylococcus aureus. However, the clinical efficacy on S. aureus infection remains to be investigated

in more clinical cases.


